
 

皆さんこんにちは。11月に入り SAJFarmの周りでは水田の稲穂が黄色く色づいてきました。早いところではもう

収穫を始めている農家さんもいます。今年は例年に比べて雨が多く、周りの農家さんの水田では、大雨により冠水

してしまい稲が取れなくなってしまったところもあります。SAJFarmの水田は何とか大雨を乗り越え、無事 12月頃に

収穫を迎えることができそうです。今月の報告は野菜、水稲の様子と、新たに販売するレモングラスのアロマキャン

ドルについて報告したいと思います。 
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◇レモングラスアロマキャンドル 

現在 SAJFarm ではレモングラスをお茶や精油にして

販売しています。しかしそれだけではカンボジア国内

での販売量が伸びないため、アロマキャンドルを作り

販売することにしました。アロマキャンドルは市販のろ

うそくを湯煎で溶かし精油と混ぜ合わせて作ります。

はじめは一般的な作り方を参考に約 5％程度精油を

加えて作りましたが、部屋の中であまり匂いがしなか

ったため、倍量の 10％の精油を加えて作りました。こ

れをプノンペンにある精油の販売店に置いてもらい、

精油と一緒に販売する予定です。精油を多めに使って

いるため少し値段が高くなりましたが、カンボジアにお

越しの際は是非購入していただければと思います。 
手作りレモングラスアロマキャンドル 

頭をたれる稲穂 

◇水稲収穫間近 

孤児院の子どもたちに手伝ってもらって田植えした稲

が大きくなり、黄金色に輝いてきました。昨年はレモン

グラスへの施肥を優先したため、コーヒー粕だけで水

稲を栽培してみましたが、結果はあまり芳しくありませ

んでした。そのため今年は稲に散布するための堆肥を

準備し、作付前に 10aあたり 500㎏施肥しました。その

おかげか今年の稲は去年よりも順調に育っています。

9 月に一度冠水するほど雨が降り、一時稲の成育が

危ぶまれましたが、すぐに水が引いたため大事には至

りませんでした。12 月に入ったら一週間ほどかけて収

穫する予定です。収穫したお米は孤児院の子ども達

に食べてもらいます。 

http://www.schoolaidjapan.or.jp/
http://www.schoolaidjapan.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇野菜 

現在 SAJFarmでは有機のオクラ、ミニトマト、空芯菜、

レモングラスをプノンペンに出荷しています。今年ミニト

マトは連日の雨の影響で根が腐ってしまい、あまり出

荷することができませんでしたが、オクラ、空芯菜、レ

モングラスについては当初の予定を上回る量を出荷す

ることができています。11月を過ぎて乾期に入ると雨

が降らなくなってしまい、虫が発生したり野菜に灌水を

しなくてはいけないため、逆にお金がかかってしまいま

す。その為野菜の栽培は 1月頃で終了予定です。 

プノンペンで有機 JASマークの野菜が見られるのは今

だけです。見かけられたら是非ご賞味ください。 
出荷されるミニトマト 

定植したコブミカン 

講習会レモングラス収穫の様子 

◇コブミカン定植 

11月SAJFarmでは、レモングラスに代わる新たな精油

の原料候補としてコブミカンの試験栽培を開始しまし

た。コブミカンは横に大きくなり、肥料も多く必要とする

ため苗と苗の間隔を 3ｍ×3ｍで定植しました。コブミカ

ンは果皮、または葉からも精油を抽出することができ、

10月の蒸留試験でも葉から十分な量の精油を抽出す

ることができました。果実が取れるようになるのは 2～3

年後のようですが、葉だけで蒸留するのであれば、更

に早い段階で蒸留を開始できるかもしれません。1～2

年後には新たな SAJFarmの精油がプノンペンの店頭

に並んでいるかもしれません。 

◇講習会 

11月の講習会は農場スタッフであり、レモングラスの

契約栽培をしているチャンダーさんの畑で開催しまし

た。近隣の農家さん 3名に参加してもらい、一緒にレモ

ングラスの収穫・調整を行いました。３0分ほどで

74.9kg収穫後、1時間かけて調製作業を行い、枯葉や

雑草、ごみを取り除きました。調製後の重量が 49ｋｇだ

ったため、約 65％の歩留まりでした。60％で考えてい

たのでよい結果だと言えます。作業が終わった後は農

家さん達と食事をとりながら、チャンダー君に契約栽培

についての実情を話してもらい、新たな契約農家をつ

のりましたが、畑が水に沈むので難しいという意見や、

栽培できる圃場があるかもう一度考えてみるという話

が出ました。少しずつでも地域にレモングラスの契約

栽培が広がればいいと思います。 


